
開催概要

◆ 会 場 東京都庁第一本庁舎５階大会議場

◆ 主 催 東京都・大阪府

◆ 対 象 者 行政・地方自治体職員関係者等

◆ 後 援 総務省・全国知事会・全国市長会
全国町村会・日本公認会計士協会

◆ プログラム（予定）

１ 主催者挨拶 東京都知事 石 原 慎太郎

２ 特別講演 大阪府知事 橋 下 徹

３ 基調講演 『公会計制度の今後のあるべき姿』 山 本 清 氏
（東京大学大学院教育学研究科大学経営・政策コース教授）

４ パネルディスカッション 『公会計改革とこれからの自治体経営』

コーディネーター 鈴 木 豊氏（青山学院大学大学院
会計プロフェッション研究科長・教授）

パネリスト（50音順） 石 阪 丈 一氏（東京都町田市長）
磯 道 真氏（日本経済新聞社編集局産業地域研究所

主任研究員兼地方部編集委員）

清 水 涼 子氏（関西大学大学院会計研究科教授）
土 居 丈 朗氏（慶應義塾大学経済学部教授）

地方分権改革を推進する上で、地方自治体は住民に対する説明責任をより一層果たすとともに、
「経営」の視点を確立することで、より効率的・効果的な行政運営を行うことが必要不可欠となっ
ています。
今後の自治体経営のあり方を考えると、財務諸表から得られる情報をもとに、住民に対してどの
ように説明責任を果たしていき、そしていかに経営改善に活かしていくかが重要となります。
そこで、この「公会計制度改革シンポジウム」では、講演やパネルディスカッションを通じて、
公会計制度の今後のあるべき姿や財務諸表の情報をどう自治体経営に活かしていくかについて議論
していきます。皆様のご参加をお待ちしております。

～複式簿記・発生主義会計による自治体経営改革～～複式簿記・発生主義会計による自治体経営改革～

お問い合わせ、お申し込みについては裏面をご覧ください。

2010.11.11［木］
13:30～16:45
（12:45開場）

※定員を越えた場合には、お断り
させていただくこともございます。

定員４００名（事前申込制）



◆会場アクセスマップ
東京都庁第一本庁舎５階「大会議場」
【交通】都営大江戸線都庁前駅すぐ、もしくはＪＲ新宿駅西口より徒歩10分
※５階「大会議場」へは、第一本庁舎北側エレベータでお越しください。

第一本庁舎５階
「大会議場」

◆ スケジュール（予定）

13:30 開会

13:35～ 主催者挨拶

13:45～ 特別講演

14:05～ 基調講演 『公会計制度の今後のあるべき姿』

14:55～ 休憩

15:10～16:45 パネルディスカッション 『公会計改革とこれからの自治体経営』

◆参加申込み方法
参加を希望される方は、以下の方法で１０月２０日（水）までにお申込みをお願いします。
なお、定員を超えた場合には、お断りさせていただくこともございます。
①「参加申込書」に記入の上、ＦＡＸにて申込み FAX 03-5388-1626
②「参加申込書」の事項を記載の上、メールにて申込み E-MAIL S0000539@section.metro.tokyo.jp
※ 後日、メール又はＦＡＸで参加票を送付いたしますので、当日はそちらをお持ちください。
【参加申込書】

【問い合わせ先】東京都会計管理局管理部会計企画課「公会計制度改革シンポジウム」事務局
〒163-8001 東京都新宿区西新宿2-8-1 東京都庁第一本庁舎12階北側
TEL：03(5320)5963（直通）
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